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１ 平成24年３月期第２四半期の業績（平成23年４月１日 平成23年９月30日）

平成23年11月10日

大 垣 芳 夫

代表取締役社長

問合せ先責任者

代 表 者 山 崎 正

取締役管理本部長

１． 平成24年３月期第２四半期の業績（平成23年４月１日～平成23年９月30日）

　 (１)　経営成績（累計） (％表示は対前年同四半期増減率)
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　 (２)　財政状態
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（注） 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３． 平成24年３月期の業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

（％表示は対前期増減率）
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４． その他

　 (１)　四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

　 (２) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無③ 会計 見積り 変更 無

④ 修正再表示 ： 無

　 (３)　発行済株式数 （普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 株 株

② 期末自己株式数 株 株

③ 株 株

23年３月期 8,450,000

126,240 23年３月期 126,131

期中平均株式数（四半期累計） 24年３月期２Ｑ 8,394,208

24年３月期２Ｑ

8,323,794 23年３月期２Ｑ

24年３月期２Ｑ 8,450,000

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は実施中であります。

業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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１．当四半期の業績に関する定性的情報

(１) 経営成績に関する定性的情報

建設業界におきましては、震災復旧・復興事業や耐震化工事が動きだしたものの、その動きは緩やかで、依然として厳し

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災や原発事故に伴う電力供給不足、急激な円高進行や原油

価格の高止まりに欧米の金融不安も加わり、企業活動は弱く景気の先行きは不透明なままで推移しました。

設業界 、震 復 復興 業 耐震化 、 緩 、依 厳

い経営環境下にありました。

営業損失は５千１百万円余（前年同四半期累計期間は１億５千４百万円余の利益）、経常損失は２千４百万円余（前年同

四半期累計期間は１億８千８百万円余の利益）、四半期純損失は２千６百万円余（前年同四半期累計期間は３億３千９百万

円余の利益）となりました。

このような状況のなか、当社は経営の効率化と業績向上に努めてまいりましたが、受注高は21億4千7百万円余（前年同四

半期比21.9％減）、売上高は27億１千８百万円余（前年同四半期比11.9％増）となりました。

　利益面につきましては、原価低減に努めたものの、営業損失となりました。

当第２四半期累計期間におけるセグメントの業績は、次のとおりであります。

（建設事業）

（海運事業）

建設事業の受注高は13億８千６百万円余（前年同四半期比39.2％減）、売上高は23億６千万円余（前年同四半期比

7.6％増）となり、セグメント利益は７千５百万円余（前年同四半期比75.9％減）となりました。

海運事業の受注高は７億６千１百万円余（前年同四半期比62.3％増）、売上高は３億５千７百万円余（前年同四半期比

利

(2) 財政状態に関する定性的情報

海運事業 受 高 億 千 百 円余（前年同 半期比 ％増）、売 高 億 千 百 円余（前年同 半期比

51.6％増）となり、セグメント利益は４千４百万円余（前年同四半期比70.7％増）となりました。

主な要因は、船舶の改造等により有形固定資産が５億４千６百万円余増加しましたが、船舶の改造等による設備投資を

行ったことから現金及び預金が５億６千８百万円余、完成工事未収入金が５千１百万円余減少したことによるものでありま

当第２四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べ１億５千６百万円余減少し、80億５千７百万円余となりまし

た。

　純資産合計は、前事業年度末に比べ８千３百万円余減少し、69億２千７百万円余となりました。

　負債合計は、前事業度末に比べ７千３百万円余減少し、11億３千万円余となりました。

す。

主な要因は、剰余金の配当として４千９百万円余減少し、四半期純損失を２千６百万円余計上したことによるものでありま

す。

主な要因は、未成工事受入金が１億１千５百万円余増加しましたが、工事未払金が１億１千１百万円余、負ののれんが２

千３百万円余減少したことによるものであります。

(3) 業績予想に関する定性的情報

　当期の業績予想につきましては、2011年８月３日に公表しました予想数値に変更はありません。

2



青木マリーン㈱　（1875）　2012年３月期　第２四半期決算短信

２． サマリー情報（その他）に関する事項

四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(1)

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　該当事項はありません。

四半期財務諸表の作成に簡便な会計処理の適用

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

算

(3)

当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる場合

は、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

(2)

②固定資産の減価償却費の算定方法

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加算減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

固定資産の減価償却費の算定方法は定率法を採用しているものについては、会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定する方法によっております。

に著しい変化がないと認められる場合は、前事業年度において使用した将来業績予想を利用する方法によっており

ます。

3
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３．四半期財務諸表

四半期貸借対照表

(単位：千円)

（2011年３月31日） （2011年９月30日）

当第２四半期会計期間末

(1)

前事業年度

（2011年３月31日） （2011年９月30日）

資産の部
流動資産
現金及び預金
受取手形
完成工事未収入金
未成工事支出金
材料貯蔵品
その他 99,586

4,898,165

92,314

4,329,780
210,955

1,328,4651,380,119

142,365

－ 　　 3,206
97,114

190,380

他
貸倒引当金
流動資産合計

固定資産
有形固定資産
船舶（純額）
その他（純額）
有形固定資産合計
無形固定資産
投資その他の資産

,
△ 40,543

10,657

6,007,989

733,343
1,897,698

711,349
640,267

1,164,354

,
△ 40,525

10,975
1,351,617

6,683,395

投資その他の資産
投資有価証券
投資不動産
その他
投資その他の資産合計
固定資産合計

資産合計
負債の部
流動負債

51,120

141,596
22,370
75,426
43,800

2,049,9521,531,246

23,237
94,296

8,214,642 8,057,942

168,653

流動負債
工事未払金
未払法人税等
未成工事受入金
賞与引当金
その他
流動負債合計

固定負債
退職給付引当金
舶 修

542,467

251,383

776,776

115,693
9,405

40,850
68,359

－ 　　
13,584

254,220

654,009

44,030
127,853
839,477

船舶特別修繕引当金
負ののれん
その他
固定負債合計

負債合計
純資産の部
株主資本
資本金
資本剰余金 2 724 500

2,949,500

71,369

353,599
30,846
－ 　　

2 724 500
2,949,500

23,526
59,092

363,956
27,116

1,203,433 1,130,375

資本剰余金
利益剰余金
自己株式
株主資本合計

評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
評価・換算差額等合計

純資産合計
負債純資産合計

△ 20,820

2,724,500

6,927,566
8,214,642
7,011,208

△ 20,820

△ 31,773
6,948,386

1,306,159

8,057,942

2,724,500
1,382,453

△ 13,500
△ 13,500

△ 31,744
7,024,708

4
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四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)

（ 自 （ 自 2011 年 ４ 月 １ 日

(2)

2010 年 ４ 月 １ 日

前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間

（ 自 （ 自

至 ） 至 ）

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益又は営業損失（△）

170,542

2010 年 ９ 月 30 日

339,008

184,401

119,505

2011 年 ４ 月 １ 日

2,718,115

154,606

2,428,790

2011 年 ９ 月 30 日

2,089,782

2010 年 ４ 月 １ 日

△ 51,037

2,598,610

営業外収益

受取利息

受取配当金

負ののれん償却額

その他

営業外収益合計

経常利益又は経常損失（△） △ 24 632

225

188 559

2,0702,540

582

23,526

789

7,096

33,952 26,404

23,526

経常利益又は経常損失（△）

特別利益

貸倒引当金戻入額

固定資産売却益

抱合せ株式消滅差益

投資不動産売却益

その他

△ 24,632

－ 　　

－ 　　

188,559

－ 　　

－ 　　

2,102

39,220

553

4,345

581

177,488

特別利益合計

特別損失

固定資産除却損

投資有価証券評価損

厚生年金基金脱退損失

特別損失合計

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△）

44

－ 　　

34,153

581223,709

67,522

344 745

－ 　　

31,005

2,363

44

△ 24 095税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△）

法人税、住民税及び事業税

法人税等合計

四半期純利益又は四半期純損失（△） △ 26,350

2,2554,815

339,930

344,745

4,815 2,255

△ 24,095
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継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

セグメント情報等

前第２四半期累計期間（自　2010年４月１日　　至　2010年９月30日）

(3)

(4)

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位　：　千円）

売上高

外部顧客への売上高 2,192,908 235,881

報告セグメント

建設事業 海運事業 計

2,428,790

セグメント間の内部売上高又は振替高

セグメント利益

２．

（単位　：　千円）

313,128 25,879 339,008

－ 　　 － 　　

計 2,192,908 235,881 2,428,790

－ 　　

報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

報告セグメント計

セグメント間取引消去

全社費用（注）

四半期損益計算書の営業利益

（注）　全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

利益 金額

339,008

－ 　　

184,401

154,606

３． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当第２四半期累計期間（自　2011年４月１日　　至　2011年９月30日）

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位　：　千円）

報告セグメント

建設事業 海運事業 計

売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部売上高又は振替高

セグメント利益

２．

－ 　　

報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

119,50544,183

建設事業 海運事業 計

357,575 2,718,115

－ 　　 － 　　

2,360,539

計 2,360,539 357,575 2,718,115

75,322

２．

（単位　：　千円）

報告セグメント計

セグメント間取引消去

全社費用（注）

四半期損益計算書の営業利益

－ 　　

170,542

△ 51,037

報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

利益 金額

119,505

（注）　全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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３． 報告セグメントの変更等に関する事項

従来、全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める海運事業の割合

が僅少であり、開示情報としての重要性が乏しいため、報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の額に関す

る情報の記載を省略しておりましたが、当期より売上高に占める海運事業の重要性が増したため、「報告セグメント

ごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」を記載しております。

４． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません

なお、前第２四半期累計期間のセグメント情報は、当第２四半期累計期間において用いた報告セグメントに基づき

作成しております。

(5)

　該当事項はありません。

追加情報

重要な後発事象

(6)

(7)

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」(企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用

指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

後 象

　該当事項はありません。
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